
「ウイルス学はニセ科学」初級２



ウイルス学は対照実験ができない。つまり、科学ではないことを前回理解してもらいました
• 病人の体液 vs 健康人

の体液（あるいは何も
なし）の比較対照はで
きません。



対照実験ができない理由は、この手順自体がインチキだからです。
患者の体液

ウイルスが増えたので
遺伝子配列が得られた！

患者の体液ではウイルス量が少ないので
　抗生物質
　サルの腎臓細胞
　牛の血清
などと混ぜてウイルスを増殖する

ウイルスが増えたので
電子顕微鏡写真が撮れた！



この手順自体が、「ウイルス」と呼ばれるものを作り出しているのです。
• ウイルスが存在するから写真が撮れたり、ゲノムが取得できるわけではありません。



ウイルス学における「実験」は都合の良い、恣意的な結果を得るためのインチキ手品です
• 順を追って説明します



人間の体液から直接「ウイルス」を得たことは、人類史上一度もない
• 「人間のくしゃみには2億のウイルスが含まれ、他者に感染させる」と言われるのに
• ウイルス学者は「ウイルス量が少なすぎて、ウイルスの姿は見つからない」と言う。



「だから、ウイルスを培養して増やす必要がある」と言う
• どういうわけか、最適な培地のはずの人間の肺細胞ではなく、猿の腎臓細胞を使う。それも、染色体異常があり、崩壊しやすい「ベロ細胞」と呼ばれるもの
• すると、「ウイルスの働きによって細胞崩壊し（細胞変性効果と呼ばれる）、ウイルスが大増殖する」と言う。

患者の体液

抗生物質
サルの腎臓細胞
牛の血清
などと混ぜる



これがウイルス学における「分離」
• この単なる培養作業を、一体どういうわけかウイルス学では「分離」と呼ぶ。
• 辞書と全く異なる定義に勝手に変更しているのには、深〜い理由がある。
• 辞書の意味の「分離」をしたことは人類史上一度もない。つまり、「ウイルス」だけを取り出したことはない。



国立感染研も認めている
• 国立感染研の発表と記者会見内容〜分離と言いながら、分離などしていないことを認めている。



ともあれ、ごちゃごちゃの混合物中の「ウイルスの写真」を撮影
• 「ウイルスの写真」を撮影するが、この物体が目的の「ウイルス」と確認されたことは人類史上一度もない。
• 混合物の中の「そういった見かけ」の適当なものを撮影しているだけ。
• 真の意味での分離は一度もされておらず、この「物体」の病原性を確認したこともない。したがって、目的のウイルスであると言えるはずもない。



次に、ウイルスのゲノムを取得
ごちゃごちゃの中のこれがウイ
ルスのはず！分離などできてな
いけど

ゴミの山全部をシュレッダーに
かけ、バラバラの断片にする

適当に組み合わせて数千万通
りの中から、以前の論文にあっ
たゲノムに似たものを選ぶ



分離、つまりウイルスそのものを取り出したことなど一度もないのでごちゃごちゃのまま「ウイルスのゲノム」なるものをむりやり決定している



「ウイルスのゲノム」の出所は不明
• ごちゃごちゃの培養液の中のすべての物体のゲノムをバラバラにしてコンピュータで組み立て直しただけ
• できあがった「ウイルスのゲノム」なるものの出所は一切不明
• ウイルスだけを取り出したことがないので、検証しようもない
• GenBank（あらゆるゲノム配列の図書館）から、以前のゲノムに似た物を選ぶので、だいたい同じ配列になる。ちょっと違うのは「変異」



• 目的のウイルスだけを取り出していないので、このゲノム配列が正しいことなど証明できない
• 単に、ごちゃごちゃのゴミの山のすべてのゲノムをバラバラにして組み立て直しただけ



そうやってウイルスの変異系統樹を得る



このようにして、ウイルス学は人々を欺いている
• 辞書の意味の分離など、一度もしたことはない
• 混合物の中の適当なものを写真撮影して「ウイルスだ」と言ってるだけ
• 混合物（ヒト細胞、サル細胞、バクテリアなどなど）のすべてのゲノムをバラバラにして組み立てなおして「ウイルスのゲノム」と言ってるだけ



だからこそ、「ウイルス学」は盲検の対照実験など絶対にできない
• やってみればおそらく、どちらも同じ結果になる。
• 写真撮影した物体はウイルスなどではなく、ゲノムもウイルスのものではないから。



ウイルス学者の反論をお待ちします
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